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＜要旨＞  
現在は少子化•核家族化•共働き家庭の増加などにより、地域コミュニティは急速に衰退

していると言われている。そのため、以前までは行政に対するニーズの主たるものとして

は挙らなかったものが緊急の解決を要する問題として多くの自治体が抱え込むようになり、

莫大な資金と労力•時間をかけて取り組まねばならなくなった。

その中でも筆者が特に危惧しているのは、「地域」が学校や家庭に並ぶ教育機関としての

役割を果たすことができなくなってきている点だ。各方面で「地域から子どもの声が消え

た」とか「子どもは子ども時代を失った」とか言われるようになり、子どもがたくさんの

友達に囲まれて、いきいきと遊び、色んな実体験を積みながら成長し、情緒豊かで愛情豊

かな大人に育っていくということをイメージしにくくなった社会になったと筆者は思う。

現実的には、以前まで存在していたような「地域における遊戯活動・仲間」の役割・存

在をそのまま復元することは不可能かもしれない。それならば、なんらか同様の役割を担

うものを設けなければならないが、そのための活動が全国各地域でも盛り上がってきてお

り、さまざまな活動が展開されている。

こうした問題意識・現状把握のもと、本論文においては、子どもが集団の中においてい

かに社会化されていくのかということを「きんしゃいきゃんぱす」という「子どもの遊び

場・居場所づくり」活動の１つの成功例において起こった具体的事例を挙げながら、子ど

もの遊び場・居場所・成長の場のあり方を考えていきたい。 
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